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熱電能, または, ゼーベック係数αは, 熱電材料の物性を表す

最も基本的な物性である. その基本的な測定方法と定義は

JIS R 1650-1(2002)に規定されているが, 原理的に, 測定装置の配

線部分の熱電能との差分でしか測定できない. すなわち, 測定さ

れた熱電能は試料自体の真の熱電能から測定装置自体, より厳

密には, 試料に接続されている配線部分の熱

電能を引き算した値になってしまう. このよ

うな状況を避けるためには, Fig. 1 に示すよう

に配線の一部に超伝導状態の線を用いて, 常

伝導部分の熱起電力がちょうどキャンセルす

る以外には知られていない. 実用的な超伝導

線材は液体窒素温度以下でしか存在しないの

で, その温度以上では, 実用できない. 我々は, 

室温付近で, 試料自体の熱電能を測定する方

法を開発したので, 報告する.  

Fig. 2 に, 開発した装置の模式図を示す. こ

の方法のキーポイントは, 温度差をつけた時の熱起電力を測定す

るのではなくて, ペルチェ熱輸送量を計測する点である. 図中の

左側から試料に流れ込む熱量を Qin, 試料のペルチェ熱輸送量を

Qpとし, Qin > Qpの場合は左側の方が高温に, Qin < Qpの場合は左側

の方が低温に, Qin = Qpであれば, 左側と右側は同じ温度になる. Qin 

= Qpの場合, 試料内部に温度差がないので, 格子熱伝導も無視で

きる. また, 熱起電力も発生しないので, その電流による発熱も考

慮する必要がない. ペルチェ熱輸送量 Qp =αIT であるので, その

時のQinが測定できば, α= Qin／ITとして, 配線系の熱電能を含ま

ない, すなわち, 絶対熱電能が測定できる. ここで, I は, 試料に流

す電流（今回は2 A）, Tは絶対温度（今回は300 K）である. そし

て, Qinは, 試料とヒーターを繋ぐ銅板内の温度分布から計測でき

る.  

Fig. 3に試料を熱電特性測定装置ZEM-1用のコンスタンタン標準試料（3×3×21 mm3）をもちいて, 試

料左側の銅板に設置したヒーターに流した電流値をパラメーターとして温度分布を計測した計測した結果

を示す. 温度計測は, IRカメラ(NEC Avio H2640)を用いて, 非接触で行った. 横軸は試料上の位置（試料左

端を0 m）, 縦軸は温度である. なお約5 mm以下及び17 mm以上では, 試料裏面が左右の銅板に接続され

ている. 明らかに, ヒーター電流 220 mAまでは, ヒーターから流れ込む熱をペルチェ熱輸送で, 処理でき

ており, 試料全体の温度があまり上昇していない. また, ヒーター電流 0 Aの場合は, ペルチェ熱輸送によ

り, 左側が冷却されている様子も明らかである. 従って, ヒーター電流が220 mAの時の熱流入量量を左側

の銅板の温度分布より計算した. 銅板の温度勾配 62 K/m, 銅板の厚さ 1 mm, 幅 3 mmであるので, 熱流入

量は, 約0.027 Wと計算でき, 従って, α=4.5×10-5 V/Kと計算できる.  
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